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Ⅰ はじめに

教科間結合 (Me)KnPeAMeTHbleCBfI3日) とは,教授学習過程において異なる教科の関係する

内容等を相互に結びつけ,学習対象に関する生徒の統一的な理解を促進しようとするもの

であり,旧ソ連の中等分科理科教育においては,1970年代以降,教科間結合を教ヨ受学習過

程で利用 ･実現することが強調された｡この教科間結合のように分科理科教育の下で教科

間の関連性を利用することは,わが国においても実践されていない訳ではないが,従来あ

まり注目されることもなく,また研究の対象とされることもほとんどなかった｡本研究は,

理科学習指導における教科間の関連性の可能性や意義を明らかにするために,旧ソ連の中

等理科教育における教科間結合の実体 と特質を明らかにしようとするものである｡

ところで1970年代の旧ソ連においては,教科間結合が中等理科教育におけるまったく新

しい問題 としてとらえられていた訳ではない｡ 旧ソ連の学校教育において教科問の関連性

の問題が最初に取 り上げられたのは,1920年代のいわゆるコンプレックス ･システムにお

いてであり,その後1950年代から再び教科間結合が研究対象として取 り上げられるように

なったと考えられている1)0

そこで本小論においては,旧ソ連の中等理科教育における教科間結合に関する研究の一

段階として,1920年代の旧ソ連の学校教育 と理科教育の状態を概観し,その中で取 り上げ

られた教科間の関連性の特質について考察する｡

ⅠⅠ 単一労働学校 とその教育の原則

1 単一労働学校令

1917年の10月社会主義革命の成功 とともに,レーニンに率いられた新生ソビエ ト政権は,
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新 しい学校の建設を目指して積極的に活動し,1918年 9月30日に全ロシア中央執行委員会

によって承認された ｢単一労働学校令 (正式名 :ロシア社会主義連邦ソビェ ト共和国単一

労働学校に関する規定)｣ 2) (1918年10月16日公布)によって新しい学校制度 とその教育の

基本原理を明らかにした｡

｢単一労働学校令｣では,高等教育施設以外のすべての学校が,単一労働学校 と名付けら

れ, 8歳から始まる第一科 (初等教育段階, 5年制)と13歳から始まる第二科 (中等教育

段階, 4年制)とから構成されることとなった｡そしてこの単一労働学校における教育の

基本原理は,教授学習と密接有機的に結合された生産労働でなければならないとして,第

12条において次のように規定された｡

｢第12条 学校生活の基本は生産労働でなければならない｡それは,子 どもたちに必要

な経費を捻出するための手段 としてではなく,また,単に教育方法としてでもなくて,

まさに,生産的な社会的必要労働 としてである｡ 生産労働は,身のまわりの生活のすべ

てを知識の光で照らす教授学習と,密接 ･有機的に結合されなければならない｡また,

生産労働は,たえず内容を高め,子どもの直接的な生活環境の範囲からぬけ出すように

して,ありとあらゆる形態の生産を,最高水準のものにいたるまで,子どもたちに教え

ていくものでなければならない｡

(注1)学校における労働が,創造的な喜びに満ちたものであり,生徒の個性を強制

する方法から解放されていて,同時に,計画的かつ社会的に組織立てられるように

すれば,労働の原理は強力な教育手段 となり得るであろう｡その意味において学校

は,労働の過程 と身辺生活とを密接 ･有機的に結合した学校共同体である0

(注 2)学校生活のすべてと子どもの人格の自由な発達とを束縛していた古い規律形

態は,労働学校にはあり得ないものである｡ しかし,それなしでは合理的に設定さ

れた集団的労働が到底行い得ないであろう内面的規律は,労働の過程そのものが子

どもたちの中に育成していくのである｡ 子どもたちは,学校生活における労働の過

程のすべてに積極的に参加することになり,その中では,分業の原則から生じる組

織化の要素が,きわめて本質的な訓育的役割を演じなければならない｡それによっ

て,生徒たちは,人間の労働力を計画的に使用する方法を尊重することを学び,そ

の労働集団の一人ひとりに割 り当てられた作業部門に対しても,作業全体の成功に

対しても,責任感を持つようになる｡簡単に言うと,集団的な生産労働 と学校生活

全体の組織化 とによって,社会主義共和国の未来の市民を育成していかなければな

らないということである｡｣ 3)
さらに第13条では,単一労働学校における教授学習は,第一科,第二科のいずれにおい

ても普通教育的･総合技術教育的な性格を持ち,教科課程 &qe6Hb伯nJtaH)4)は地域の条件に

応じた柔軟なものにすべきことが規定された｡

2 単一労働学校の基本原則

｢単一労働学校の基本原則｣5)は,｢単一労働学校令｣の公布 と同じ1918年10月16日に,教

育人民委員ルナチャルスキーの署名で,国家文教委員部より発表されたもので,｢単一労働
学校令｣の内容を解説したものである｡

ここでは,学校教育の基本原理 として労働を取 り入れることについて2つの根拠が示さ
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れている｡第一は能動的に知覚されるものだけが本当に知覚されることであり,｢子ども

は,知識が遊びまたは労働の楽しい能動的な形式で自分に提供される場合には,それをき

わめて楽に習得するものであり,その遊びと労働 とはたくみに構成されると一致する｣6)と
され,労働の原理は能動的 ･活動的 ･創造的に世界を知ることであるとされる｡そして第

二は,｢生活の中で生徒たちに最も必要になるもの,現代の生活の中で支配的な役割を演じ
ているもの,つまり農業労働 と工業労働 とを,それのすべての多様性において,子どもに

知らせたいという直接的な願望である｡｣ 7)

したがって子どもたちは,｢一方では,散歩したり,収集したり,写生したり,写真を撮
ったり,模型を作ったり,塑像したり,紙工作をしたり,植物や動物を観察したり,それ

らを栽培 ･飼育したりしながら,すべての教科を学習する｣と同時に,他方では ｢指物 と

大工仕事,旋盤仕事,木彫,鋳型造 り,装蹄,鋳造,旋盤による金属加工,金属の合金作

りとはんだ付け,焼き入れ,穿孔作業,皮革仕事,印刷などの領域における,労働の主要

な方法｣を,また特に農村においては農業労働を中心として,学ばなければならない8)0
そして,このような労働が支配的な役割を果たす学校の初等段階では,個々の独立教科

による分科教授が明確に否定され,代わりに労働を基礎 とした ｢一つの大きなまだ分化し

ていない教科｣,すなわち ｢総合科 (9日uHKJlOneLLH57)｣9)による教授が指示されている｡
｢総合科｣では,｢遊び,散歩,対話は,子どもたちの活動における集団的並びに個人的

思考のための材料を提供する｡子ども自身と彼の周囲の環境から始まって,すべてのもの

が,質問と答,請,作文,表現,模倣の対象となる｡教師は,子どもの好奇心や活動意欲

を,最も豊かな結果が得られるように,強制の影だに見せないで,系統化し,方向づけて

いく｡｣10)したがって,子どもの興味や関心と活動を重視した教育が目指されていた訳であ

るが,しかし同時に,教師による事前の綿密な計画に基づいて,労働に対する子どもの認

識を系統的に発達させ,子どもをとりまく自然と社会環境 とはその労働を通して学習され

る｡ すなわち,総合科において重視され,内容の系統性の中心となっているものは,労働

であり,そこで取 り上げられる対象に関する自然科学的な知識は,まさに労働に ｢付随的

に｣学習されるものである｡
他方,このような初等教育段階における総合科を中心とした教授に対して,より上級の

学年,したがって中等教育段階である第二科においては,総合科以外にも多 くの教科が登

場し,母国語,数学,地理,歴史,生物学,物理学,化学,外国語などが系統的に教授さ

れるようになるとされている11)｡しかしその場合でも,｢大きな役割を演じ続けながら若干
は異なった性格を帯びていく総合科を,排除してはならない｣12)とされ,さらにそれら個々

の教科の習得は,労働的方法に貫かれなければならないとされている13)｡

第一科においては遊びを含んだ手工業的な労働が教授の基礎であったのに対して,第二

科においては,農業や工業の現実的で生産的な労働がより重視され,それらの労働 と自然

科学や社会科学の知識の習得との関連については,次のように述べられている｡

｢それ (訳注 :総合技術的教養)を習得すること,またそれと生き生きとした結びつき

を持って社会科学と自然科学とのすべての領域を習得することは,ほとんどどの生産を

出発点としても,可能である｡ というのは,すべての生産が,現在では緊密に絡み合っ

ているからである｡紡織工場,冶金工場や砂糖工場,木工作業場,海運,大農業,鉄道

と電車,郵便 と電信など,これらのすべてが個々に教授の基礎に据えられ得るのである｡
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それが物理的に可能な場合には,勿論, 4年間の作業の間にできる限りそれに変化を加

えるべきである｡ そのような変化を加えることが不可能な場合,地域の生産を出発点と

して取 り上げたとしても,それでもなおその学校を専門的な教育施設のようなものに変

えることを許さずに,具体的な生産に立脚して,全体 としての現代の労働文化について

知らせるように努力しなければならない｡｣14)

このように,中等教育段階では自然科学の各領域に対応する教科が登場し,それらの系

統的な教授が行われるとされているが,同時に,自然科学の学習はさまざまな生産にかか

わる労働を基礎にして行い得るものとされており,必ずしも自然科学自身の系統性に基づ

いた体系的な分科教授が重視されているとは言えない｡むしろ中等教育段階においても,

初等教育段階における場合 と同様に,具体的な生産労働を中心とした自然科学の学習が期

待されていたと考えられよう｡

ⅠⅠⅠ グース ･プログラムとコンプレックス ･システム

1 グース ･プログラムの作成とコンプレックス ･システムの採用

1919年,ロシア共和国人民委員会議の指示によって教育人民委員部内にグース (ryc:国

家学術会議)が設立され,さらに1921年にはその中にクループスカヤを長 とする教育科学

部門が作られた｡この教育科学部門が作成し,1923年に承認された単一労働学校用教授要

目が,いわゆるコンプレックス ･システム (KOMnJleKCHaS]CHCTeMa O6ytleHH;I) を採用したグー

ス ･プログラムとして知られているものである｡

コンプレックスとは,本来は総合とか複合という意味であるが,ここではさまざまな教

材を一定のテーマを中心として総合的に配置した単元を意味している｡ 矢川徳光は,ベロ

フスキー著 『ソヴェット･ポリテフニズム的労働学校』(1931)に基づいて,このコンプレ

ックスは ｢教科の結合体｣ではなくて ｢生活の断片｣であり,いわゆる ｢生活単元｣であ
ると指摘しており15),また梅根悟 も同様に,それは ｢経験単元｣あるいは｢生活単元｣の思
想であるとしている16)｡

そのようなコンプレックスに含まれるべき教材は,初等教育段階 (第 1- 4学年)の場

合17),表-1に示されるように,｢自然｣｢労働｣｢社会｣という3つの柱に沿って割 り付け

られ,｢子どもから世界へ｣という原理に基づいて同心円的に配列された18)｡そしてこれら
の教材は,実際の学習段階では,例えば ｢家畜｣｢私たちの町｣｢私たちの村｣といったコ

ンプレックス･テーマの下で, 3領域の枠を越えて合科的･総合的に学習された19)｡矢川徳

光によれば,コンプレックス ･システムとは上記の ｢3つの経験領域にわけられる 『コン
プレックス』をいわゆる 『スコープ』としてプログラムを構成する一般的な方法原理｣で
.あり,｢『コンプレックス』をとおして 『生活を研究する一般的方法』｣は｢コンプレックス･
メソッド｣と呼ばれる20)｡

他方,中等教育段階では教科制 (npeAMeTa只CHCTeMa) 21)が一応存在したが,各教科の独立

性 と独自性は乏しく,各教科の内容は初等教育段階における場合と同様の3つの柱から構

成された｡ただし,それら3つの柱は,初等教育段階の場合 と比べてより複雑な名称がつ

打られ,｢自然,その資源 と力,人間によるそれら資源 と力の利用｣｢人間の労働活動｣｢一
般生活｣というものであった22)｡そして各教科の内容は,異なる教科に共通のコンプレック

ス ･テーマの下で学習された23)0
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秦- 1 第 1- 4学年のグース ･プログラムの教材24)

自然 と人 間 労 働 社 会

第1学午 四季o 都市や農村の家庭の直接的で身近な労働生活o 家庭と学校o

第 空気,水,土地o周囲の 子供が住んでいる農村や 農村及び都市の公共施設○

2学午 人々o栽培植物と家畜oそれらのものの世話o 都市の労働生活o

第 物理学及び化学の初歩的 その地方の経済o 県 (州)の公共施設oわ

3学午 観察(知識)oその地方の自然○人体の生理o が国の過去のすがたo

第 ロシア及びその他の国々 ロシア社会主義ソヴエト ロシア及び他の国々の国

4学午 の地理○人体の生理o 共和国と他の国々との国 家体制0人類の過去のす

43

例えば第6学年化学の教授要目 (1923)では,次のような学習項目が示されていた25)0

○若干の金属,それらの技術的性質,湿った空気中と加熱による変化の概観｡

○空気と水の性質と組成に関する知識 (酸素,窒素,水素)0

○溶液｡コロイドとコロイド溶液｡

○若干の非金属とその簡単な化合物の概観 (硫黄,珪素,燐,炭素)0

○燃焼 とろうそくの組成｡呼吸｡有機可燃物の組成｡

○窒素とその簡単な化合物 (アンモニア,窒素酸化物)0

○有機物質の初歩的な分析｡

○有機物質 (例えば穀粉)における炭水化物,脂肪,蛋白質の検出｡

○重量保存の法則 と定比例の法則｡

○化学元素 と化合物｡

○化学変化の種類｡

○酸,アルカリ,塩 (一般的概念)

○土壌分析の若干の方法｡

ツベ トコフ (A.A.uBeTKO亘)によれば,化学の教授要目 (1925)における個々の学習内

容は,第-に共通コンプレックス ･テーマとそれに関する化学のテーマ,第二にそこで学

習される化学 ･技術的教材,第三に実験室作業,第四に生産や実験室作業に関連する理論

的知識,そして文献類 という順序で示されており,第 6学年化学のテーマ ｢農業における

化学｣に関しては,次のような内容が示されていた26)｡

共通コンプレックス･テーマ:都市 と農村の交流

化学のテーマ :農業における化学

化学 ･技術的教材 :生産物の缶詰め,布の漂白,水の消毒,害虫駆除の方法

実験室作業 :塩素,イオウ,亜硫酸ガス,窒素酸化物

理論的知識 :当量,倍数比例の法則,原子量,分子,原子価,化学方程式
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2 労働活動の学習を中心とした生活経験学習

クループスカヤは,｢コンプレックスについて｣(1925)の中で,学校の目的を ｢子ども
に生きた現実を理解させること｣とし,それは現実の生活の中の諸現象間に存在している

連関を明らかにすることによって可能であるとした27)｡それ故に,クループスカヤによれ

ば,グース･プログラムにおけるコンプレックス (単元)の内容は,｢いやおうなしに生活

に服従させられ,この生活によって決定される｣ ものであり,しかも現実の生活の中の諸

現象の連関を表すコンプレックスが求められる｡そしてそのような諸現象間の基本的な関

係を反映するものとして,先に示した3つの柱 (自然一労働一社会)が取 り上げられ,そ

の中でも人間の労働活動の学習が中心に置かれた28)0

クループスカヤによれば,人間の労働活動の学習は,活動の対象である自然とその話力,

自然に対する人間の働きかけの方法 (技術)の研究を必要とするし,また活動の主体であ

る人間とその社会について,人間の社会的要求や社会発展の歴史的考察や社会の今後の発

展の方向性などの研究を必要とする29)｡すなわち人間の労働活動の学習は,その活動対象た

る自然の学習 と労働の主体たる人間あるいは社会の学習 とを伴わなければならない｡した

がってグース ･プログラムにおける教材スコープとしての ｢労働｣ と ｢自然｣および ｢社

会｣との関係は,偶然的なものではなく,まさに現実的で基本的な関係である｡ これらの
関係に基づいてこそコンプレックスは現実の生活 (労働を中心とした生活)の中の諸連関

を最もすぐれた形で表すことが可能と考えられたのである｡そのような意味で,コンプレ

ックスはまさに現実の生活を反映したものであり,｢生活単元｣ と呼べるものであった｡

では人間の労働活動の学習 とは,一体 どのようなものであるべきと考えられたのであろ

うか｡クループスカヤは,｢単一労働学校における教授学習と生産的労働 との結合｣(1919)
において,家庭でにわとりの世話をしなければならない農村の子どもの例を挙げて,単一

労働学校での彼の学習について次のように述べている｡

｢にわとりの世話をしなければならない子どもがいるとする｡このとき,労働学校では

何をなすべきなのか?にわとりを飼い,子 どもたちに世話をさせるのか ?そうではない｡

子どもたちが家でにわとりの世話をしているその労働を利用しなければならないのであ

る｡ そして,その労働に,全 く新しい中身を与えてやることが必要なのである｡

そこでは,書物でにわとりの種類や生活を知ったりすることもあろうし,それに刺激

されて自分のにわとりをよく観察してみようということにもなろう｡あるいは,卵の筋

化の問題 も,人工膨化や醇化場についてのはなしもあろうし,成育状況を観察するため

に卵を割ってみることもあろう｡すべてこれらのことは,子どものとって,家に帰れば

自慢の種であろうし,聞いたり読んだりしたことを書き留めておきたいという願いにも

なろう｡にわとりの世話について何か新 しいことを知ったならば,子 どもたちは,きょ

う仕入れたばかりの新しい知識を,さっそく,自分のに試してみようとするに違いない｡

さらに,卵の栄養価についても話してやらねばなるまい｡栄養の問題になれば,これま

た多 くの問題に関連してくる｡卵をゆでることだって問題の対象になる｡ あらゆる種類

のあらゆる課題が,にわとりや卵の問題 と結びつけられるではないか/｣ 30)

ここでは実生活における労働が科学的に意味づけられ,子どもたちの興味が喚起され,

子どもたちはそれによって観察し,調べ,確かめ,さらに獲得された知識を実生活へ応用

する｡しかも子どもたちの学習活動は労働活動そのものに限定されるのではなく,労働に
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関連するさまざまな問題に及んでいく｡ これは労働活動の学習を中心とした生活経験学習

と言えるであろう｡ そして当然のことながら,そこでは物理学や生物学等の分科諸科学が

その独自の系統性に沿って教授される訳ではなく,分科科学の系統性を重視した教科の存

在自体が基本的に無意味なものとなる｡

Ⅳ 社会主義的人間形成の原則

1 人間の全面的発達と生産労働

社会主義革命直後に提起された単一労働学校では,教授学習と結合された生産労働が教

育の基本原理 として掲げられ,グース ･プログラムにおいては人間の労働活動の学習がそ

の中心に置かれた｡このように,労働を中心とした教育が求められたことは,社会主義革

命後の旧ソ連の学校教育の重要な特徴の一つであるが,それは教育の目標 とされた人間の

全面的発達 と深 く結びついている｡

1917年の10月社会主義革命の成功とともに,レーニンに率いられた新生ソビェ ト政権は

国民の教育に多大の情熱 と力を注いだ｡それは,ロシア帝国時代のブルジョア的遺産を取

り除き,新 しい社会主義社会を作 り,担う,新しい人間が必要であったからにほかならな

い｡そして,そのような社会主義的人間を育成する上で目指されたものの一つが,人間の

全面的発達であった｡

クループスカヤは,｢社会主義的学校の問題によせて｣(1918)の中で,この新 しい社会
主義の学校における教育の目標を次のように述べている｡

｢自覚的で組織された社会的本能を備え,全-的で考えぬかれた世界観をもち,身の

まわりの自然および社会生活で生起するすべてのことをりっばに理解している,全面的

に発達した人間, 肉体労働･精神労働を問わずあらゆる労働にたいして,理論面でも実

践上でも準備ができていて,合理的で内容の充実した美しくよろこぼしい社会生活をう

ちたてることのできる人間を,育成することである｡このような人間が社会主義社会に

は必要なのであり,かれらなしには社会主義を完全に実現することは不可能である｡｣31)
旧ソ連の学校教育で目的とされた全面的発達とは,単に人間の持つ諸能力を全体的に発

達させることを意味しているのではなく,精神労働 と肉体労働 との結合に基づ く教育によ

って実現される,人間の諸能力の調和的発達であり,マルクスとエンゲルスによって明確

化された概念である｡

マルクスらは,社会的分業, とりわけ近代資本主義的マニュファクチュアにおける分業

が,精神労働 と肉体労働 との分離をもたらし,労働者の発達を一面的にし,奇形化するこ

とを指摘した｡そして,マルクスは,さらに発達した近代的大工業のもとでは,婦人や児

童の労働が大量に求められるとともに,分業のより一層の徹底化 と再生産が繰 り返される

にもかかわらず,そこでは同時に生産の科学技術的基礎の変革に応じて,｢社会のなかでの
分業をも絶えず変革し,大量の資本 と労働者の大群 とを一つの生産部門から他の生産部門

へと絶えまなく投げ出し投げ入れる｡したがって,大工業の本性は,労働の転換,機能の

流動,労働者の全面的可動性を必然的にする｡-‥-大工業は,---一つの社会的細部機能

の担い手でしかない部分個人の代 りに,いろいろな社会的機能を自分のいろいろな活動様

式 としてかわるがわる行うような全体的に発達した個人をもってくることを,一つの生死

の問題 とする｡｣32)と指摘し,資本主義的大工業の中に人間の全面的発達への必然性を認め
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た｡

マルクスらは,そのような全面的に発達した人間を養成する教育の基本原理 として,教

育 と生産労働 との結合を考えた｡マルクスは,この ｢未来の教育｣の萌芽をも大工業制度

の中に認め,次のように述べている｡

｢男女の児童と青少年を社会的生産の大事業に協力させる近代工業の傾向は,資本のも

とでは歪められていまわしいかたちをとっているとはいえ,進歩的で,健全で,正当な

傾向であると,われわれは考える｡合理的な社会状態のもとでは,九歳以上のすべての

児童は,生産的労働者とならなければならない｡これは,健康な成人はなんびとも自然

の一般的法則,すなわち,食うためには労働しなければならず,しかも頭脳によってだ

けではなく,手によっても労働しなければならない,という法則から除外されてはなら

ないのと同様である｡｣ 33)
｢工場制度からは,われわれがロバー ト･オーエンにおいて詳細にその跡を追うことがで

きるように,未来の教育の萌芽が出てきたのである. この教育は,一定の年齢から上のす

べての子供のために生産的労働を学業および体育と結びつけようとするもので,それは単

に社会的生産を増大するための一方法であるだけではなく,全面的に発達した人間を生み

出すための唯一の方法でもあるのである｡｣ 34)

こうして,マルクスらは,生産労働 との結合に基づいて全面的に発達した人間を養成す

ることを考えたが,具体的には,教育の重要な部分として知育,体育とともに,｢あらゆる
生産工程の一般原則を教え,同時に児童と少年にあらゆる職業の基本的な道具の実地の使

用法や取 り扱い方の手ほどきをするもの｣としての｢技術教育｣を掲げた35)｡そして,この

ような ｢技術教育｣の考え方は,旧ソ連政権に引き継がれ,総合技術教育 としてその実現

の道が開かれることになった｡

2 総合技術教育の実現

レーニンは,ユジャコフの著書 『教育の諸問題』を批判する論文 ｢ナロー ドニキの空想

計画の珠玉｣(1897)の中で,ユジャコフの ｢中学校は同時に農業施設でもなければなら

ず,そこの生徒の夏期労働によってそれ自身の生存を確保しなければならない｣36)という考

え方について,それが中学校だけに限定されており,また生徒の労働が中学校の費用をま

かなうためのものであることを批判すると同時に,そこには正しい思想があるとして,吹

のように述べている｡

｢この正しい思想とは,教育と若い世代の生産労働 とを結合することなしには,未来社

会の理想は考えられない,という点にある｡ つまり,生産労働を伴わない教育と教養も,

教育と教養を並行的に伴わない生産労働 も,現代の技術水準と科学知識の状態とが要請

するような高さに達することはできない,ということである｡｣ 37)
すなわち,レーニンは,先にマルクスらによって示された考え方に沿って,教育 と生産

労働 との結合を未来社会の人間形成の基礎 と考えていたのである｡

そして,レーニンは,マルクスらによって掲げられていた ｢技術教育｣の考え方をさら

に発展させ,1917年の ｢党綱領改訂草案｣において,旧綱領中の ｢男女 とも16歳未満の

すべての子どもたちに対する無償かつ義務的な普通教育 と職業教育｣という部分を,｢男女

とも16歳未満のすべての子どもたちに対する無償かつ義務的な普通教育 と総合技術教育

- 一 ~▼
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(r70JIHTeXHHtleCKOeO6pa30BaHHe)(すべての主要な生産部門について理論及び実践において知ら

せること),教育 と子どもたちの社会的-生産的労働 との緊密な結合｣と書き直し38),総合

技術教育の実現を指示するとともに,その定義を明らかにした｡

この後,1918年に承認された ｢単一労働学校令｣では,既に明らかにしたように,学校

における教授学習が総合技術教育的な性格を持つことと規定され39),さらに1919年 3月に

開催されたロシア共産党第 8回大会で採択された共産党綱領においては,国民教育分野の

重要な課題の一つとして,次のように総合技術教育の実現が掲げられた｡

｢男女 とも17歳未満のすべての子どもたちに,無償かつ義務的な普通教育 と総合技術教

育 (すべての主要な生産部門について理論及び実践において知らせること)を実施する

こと｣ 40)

社会主義的人間形成を目指した旧ソ連の学校では,教育 と生産労働 との結合に基づいた

人間の全面的発達がその基本的な目的とされ,そのために総合技術教育の実現が求められ

た｡その意味では,総合技術教育は人間の全面的発達のための具体的な方法として位置づ

けられる｡しかしながら,前節までに明らかにしてきたように,単一労働学校において生

産労働を基本原理とした教育が目指され,グース ･プログラムにおいて人間の労働活動の

学習がその中心に置かれていたことから見れば,総合技術教育は,人間の全面的発達のた

めの一方法であるということ以上に,むしろ旧ソ連の学校教育全体を貫 く基本的原理 とし

て位置づけられるものであろう｡

3 学校 と生活との結合

単一労働学校では子どもに生きた現実を理解させることが求められ,グース ･プログラ

ムでは,現実の生活を反映するコンプレックスの下で生活経験学習が目指された｡すなわ

ち単一労働学校の重要な特徴の一つは,現実の生活 と結びついた教育が目指されたことで

あろう｡

このように学校 と生活 とを結合することについて,レーニンは,1918年に開催された教

育活動第 1回全ロシア大会における演説の中で,次のように述べている｡

｢現在我々の行っている闘争の構成部分の一つは,国民教育の事業である｡--ブルジ

ョア民主主義は,多数者に奉仕するという信仰は,今ではすっかり覆されている｡ - -

国民教育の分野でも同様である｡すなわち,ブルジョア国家が文化的であればあるほ

ど,その国家はますます巧妙に嘘をついて,学校 というものが政治の外に立ち,社会全

体に奉仕することができると主張してきた｡

だが実際には,学校はブルジョアジーの階級的支配の道具に完全になりはてていた｡

それは,カース ト的なブルジョア精神に完全に貫かれていた｡それは,忠勤をはげむ奴

隷 とものわかりの良い労働者 とを資本家に提供することを目的としていた｡---我々は,

学校の分野での我々の仕事はブルジョアジーを打倒するための闘争 と同じである,と言

う｡ 生活から離れ,政治から離れた学校なるものは,偽 りであり,偽善である,と我々

は公然と声明する｡｣ 41)
すなわち,学校 と生活 とを結合することは,学校をブルジョアジーの階級的支配の道具

から開放し,ブルジョアジーを打倒するための,重要な闘争の一環として位置づけられて

いたことがわかる｡
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さらにレーニンは,1920年のロシア共産青年同盟第 3回全ロシア大会における演説の中

で,青年は共産主義をどのように学ぶかという問題に関して,次のように述べている｡

｢彼らは,自分の学習,訓育,陶冶の一歩一歩を,古い搾取者社会に対するプロレタリ

アと勤労者との絶え間ない闘争に結びつけてこそ,はじめて共産主義を学ぶことができ

る｡･-‥共産主義的青年の教育は,道徳についてのあらゆる甘ったるい言辞や規則を彼

らに提供することであってはならない｡教育は,そんなところにあるのではない｡自分

の父母が地主や資本家の圧制の下でどんな生活をしてきたかを知ったとき,搾取者に対

する闘争を始める者に襲いかかる苦難を自分で体験したとき,闘いとった成果を守るた

めにこの闘争を続けることがどれほど多くの犠牲を要するか,地主や資本家がどんなに

凶暴な敵であるかを知ったとき,これらの人びとは,このような環境の中で教育されて

共産主義者となるのである｡ ･--もし学習,訓育,陶冶が学校の中だけに閉じ込められ,

激しい生活から切 り離されたものであるなら,我々はそれを信用しないであろう｡

我々の学校は,青年たちに知識の基礎を与え,自力で共産主義的見解を作 り上げる能力

を与え,彼らを教養ある人間に育て上げなければならない｡我々の学校は,人びとがそ

こで学んでいる間に,彼らを搾取者からの開放をめざす闘争の参加者に育て上げなけれ

ばならない｡｣ 42)
すなわち,学校をブルジョアジーの階級的支配の道具から解放するために,ブルジョア

ジーと闘うプロレタリアー トの現実の生活と学校 とを結びつけることが求められており,

子どもたちはそのような現実の生活について知 り,それに参加することを通して,共産主

義的な見解と道徳とを身につけた,新しい社会主義社会の建設者 となることが期待されて

いる｡ まさに学校は,ブルジョアジーを倒し,社会主義社会を建設するための人材を養成

する重要な機関として位置づけられており,学校 と生活との結合は,そのような社会主義

的人間形成のためのきわめて重要な原則と言えよう｡

Ⅴ 労働活動の学習を中心とした生活経験学習における教科間の関連悼

1 コンプレックス ･システムにおける教科間の関連性

1920年代のコンプレックス ･システムを採用したグース ･プログラムの下で,単一労働

学校では労働活動の学習を中心とした生活経験学習が目指された｡

初等教育段階の場合,既に明らかにしたように,基本的には独立教科における分科的な

学習ではなく,｢単一労働学校の基本原則｣に示された ｢総合科｣におけるように,労働活

動の学習を中心として生活を研究するコンプレックス ･テーマの下で,総合的な学習活動

が目指された.それに対して中等教育段階の場合,一応,物理,化学などの独立教科が設

けられ,教科別の教授体制が存在したが,各教科の内容は,他教科と共通のコンプレック

ス ･テーマの下で選択,配列され,そして学習された｡したがって,独立教科の存在が基

本的に否定された初等教育段階は別にして,中等教育段階では,共通のコンプレックス ･

テーマを中心として教科間の相互関連が図られたのではないかと考えることができる｡

では当時,中等教育段階におけるこのような教科間の関連性は,実際にどのように意識

されていたのであろうか｡

コンプレックス ･システムによるグース ･プログラム作成における中心的人物の一人で

あったクループスカヤは,1922年の論文 ｢教授要目の問題によせる｣の中で,それまでに
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作 られた各教科の教授要目相互間の調整が欠けていたことを指摘し,特に第二科学校に関

して次のような批判をしている｡

｢子どもたちは,教科目の多さ,教材の偶然さ,内的関連の無さを,きわめて鋭 く感じと

る｡-教科から他教科-のたえまない移行に苦労し,注意を分けることに苦労して,たえ

ず,『なんのために,自分はこの教科を勉強しなければならないのか?』という疑問をいだ

く｡教授要目は習得に苦労するようにできている｡子どもたちを注意深 く観察したことの

ある教師たちは,注意をそこに集中しなくてはならない教科目とテーマとのこのたえまな

い入れかわりが,仕事を困難にしていることに気づかないではおれなかった｡｣ 43)
そして,各教科の教授要目間の調整について,さらにクループスカヤは次のように述べ

ている｡

｢第一科でも,第二科でも,教授要目の基礎に,人間の労働活動の学習がおかれることに

よって,達成される｡ そうすることによって,いくつかの話し合いのテーマのあいだにも,

いろいろな教科目のあいだにも,内的連関がつくりだされるのであって,この連関は必要

不可欠なものであり,教授全般の意義づけをするものでもある｡ テーマの選択に,それら

のテーマの審議のやり方に,内的統一一があるなら,コンプレックス ･メソッドはよいもの

であるだろうし,そういう統一がなければ,このメソッドも仕事を助けはしないであろ

う｡｣ 44)
すなわちクループスカヤは,各教科の教授要目の基礎に人間の労働活動の学習を据える

ことによって,教科間の相互関連を図 り,各教科の教授学習活動の統一を図ることを考え

ていた｡言い換えれば,クループスカヤにおいて,労働活動の学習を中心として現実の生

活を研究するコンプレックス ･システムは,同時に教科間の相互関連を実現するものとし

て認識されていたと考えられる｡ そして,このような立場から見れば,コンプレックス ･

システムは,労働活動の学習を中心として教科間の相互関連を実現する教授要目構成上の

方法原理であったと言えるであろう｡｡

2 社会主義的人間形成からの要求に基づ く教科間の関連性

社会主義革命直後に掲げられた単一労働学校の理念,そして1920年代のコンプレック

ス ･システムによる教育は,全面的に発達し,共産主義的な見解 と道徳 とを身につけた,

新しい社会主義的人間を形成しようとするものであった｡そのために,かつてマルクスら

によって示された生産労働 との結合に基づ く教育が目指され,子どもたちに労働活動の学

習を中心 として生きた現実を理解させることが求められた｡それは,先に明らかにしたよ

うな社会主義的人間形成上の諸原則を,まさに文字通 り実現しようとするものであったと

考えられる｡梅根悟の言葉を借 りれば,｢ソ連の指導者たちはこのマルクス･エンゲルス的

理想主義をそのまま実現しようと試みた｣ 45)と言えるであろう｡

したがって,コンプレックス ･システムにおける教科間の相互関連の実現は,一面にお

いては,先述のような諸教科の内容や教授学習活動における不統一を克服するためのもの

ではあったが,むしろそれ以上に,現実の生活の中の諸現象間に存在 している連関を教育

内容や教授学習活動に反映させ,子どもたちに生きた現実を理解させるために求められた

と考える方が自然であろう｡

すなわち,1920年代の単一労働学校において,コンプレックス ･システムによる教育 と
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教科間の相互関連の実現とは基本的に表裏一体のものであり,社会主義的人間形成を目指

してコンプレックス ･システムが採用されたと同様に,教科間の相互関連も社会主義的人

間形成のためにその実現が求められたと言えるであろう｡

Ⅵ おわりに

1920年代の旧ソ連において,教科間の関連性は社会主義的人間形成 という面から注目さ

れた｡しかし,旧ソ連における理科教育は,1930年代には体系的分科理科教育の体制を導

入し,コンプレックス ･システムは否定される｡ それにともなって教科間の関連性がどの

ように取 り扱われたかについては,次の機会に明らかにしたい｡
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